
きょうと地域連携交付金　自己評価調書（令和７年度分）

　団体名： 宇治田原町
（千円）

交付金
充当額

1
地域づくり連
携推進事業

防災
安全な暮らし環境づくり
事業

土砂災害、豪雨、地震に対応する訓練を実施し、関係機関が連
携・協力することで、自主防災会を中心とする地域住民の防災
意識の高揚を図り、災害に強いまちづくりを目指す。

3,056 1,000

・令和7年10月26日に総合防災訓練を実
施した。
・災害時の一時避難所となる集会所へ
の補助を2件行った。

総合防災訓練の実施や各自主防災組織
への補助等を実施することで、住民が
安心して暮らすことができるまちづく
りの推進を図った。

2
地域づくり連
携推進事業

子育て
支援

うじたわらっ子育みプロ
ジェクト事業

元気なうじたわらっ子を育むため「子育てにやさしいまち」の
具体化を図る。

2,817 1,000
・子育てに関わる人が幸せになるよ
う、各種パパママ講座を開催した。

講義的な内容の講座に加え、お茶教室
やママヨガなどの講座を開催すること
で、多くの子育て世代に参加・交流し
てもらうことができた。

3
地域づくり連
携推進事業

地域・
産業創
造

地域公共交通利用推進事
業

「新しい公共交通」の有償運行形態「うじたわLIKEハートバ
ス」及び「うじたわLIKEハートタクシー」の運行を行い、公共
交通空白地の解消に向け、地域の生活を支える路線バスネット
ワークを維持し、持続可能な公共交通の確立を目指す。

16,025 5,000
・うじたわLIKEハートバス（利用者数
6,752人）及びうじたわLIKEハートタク
シー（利用回数1,757回）を運行した。

町内唯一の公共交通であるハートバス
及びハートタクシーの運行を行い、町
外路線バスとの接続性を向上させ、地
域公共交通機関の維持存続に努めるこ
とができた。

4
大阪・関西万
博連携推進事
業

その他
大阪・関西万博観光誘客
事業

EXPO2025「大阪・関西万博」を契機として、お茶を通じた交流
人口の増加を目指すとともに、国内外に広く「日本緑茶発祥の
地　宇治田原町」の魅力を発信する。

1,221 610
・大阪・関西万博、関西パビリオン京
都ゾーンにてPRブースを出展した。

万博へ参加し、「緑茶発祥の地 宇治田
原町」の魅力を国内外に広く発信する
ことができた。

5
大阪・関西万
博連携推進事
業

その他
うじたわら健活フェスタ
事業

すべてのライフステージの住民を対象とした参加型イベントの
開催を通じて、個々のヘルスリテラシーの向上を図るととも
に、大阪・関西万博のテーマである、人間一人ひとりが、自ら
の望む生き方を考え、それぞれの社会を最大限発揮できる社会
の実現を目指す。

1,657 828
・令和7年5月17日住民体育館にてうじ
たわら健活フェスタを開催し、128名の
参加があった。

うじたわら健活フェスタの開催を通
じ、健康づくりに関するさまざまな情
報を発信・提供することで、個々のヘ
ルスリテラシーの向上を図った。

6
大阪・関西万
博連携推進事
業

その他 大阪・関西万博体験事業
多様な国の文化や価値観に触れ、国際理解を深めるとともに、
未来社会について考える貴重な機会となる大阪・関西万博への
体験機会を提供する。

1,652 825
・町内の小中学生が大阪・関西万博へ
参加できるよう支援を行った。

町内小中学校の児童・生徒が万博へ参
加する中で、多様な国の文化や価値観
に触れ、国際理解を深めるとともに、
世界の広さや多様性を実感できた。

7
地域づくり連
携推進事業

災害・
犯罪か
らの安
全

交通安全対策事業

自転車及び自動車の交通安全対策として、自転車用ヘルメット
購入費用の補助や夜間・カーブ地点の安全性を高めるための交
通安全灯・カーブミラー等の整備を実施し、住民の安全性・快
適性を確保する。

3,067 1,100
・自転車通学用のヘルメットについて
29件の補助を行った。

自転車用ヘルメットの補助により、生
徒の安心・安全な登下校を支援するこ
とができた。

8
地域づくり連
携推進事業

健康・
医療・
福祉

障がい者のための交通支
援事業

障がい者世帯の経済的負担を軽減し、障がい者の生活行動範囲
の拡大と社会参加の促進を図る。

1,648 900
・外出困難な障がい者などに対し、タ
クシー料金及び自家用車の燃料代の一
部を助成した。

障がい者の経済的負担を軽減し、障が
い者福祉の向上に寄与した。

9
地域づくり連
携推進事業

健康・
医療・
福祉

高齢者福祉サービス事業
要援護高齢者及びひとり暮らし高齢者に対し、生活支援サービ
スを提供することにより、自立と生活の質を確保し、高齢者福
祉の向上を図る。

8,644 4,000

・安否確認を兼ねた配食サービス及び
通常の公共交通機関の利用が困難な高
齢者に対する運転ボランティアによる
送迎サービスを提供した。

各種高齢者サービスの実施により、高
齢者生活の質向上に寄与した。

No
自己評価

（事業の効果等）
事業種別 分野 事業名

事業費
（実績額）

事業の概要
事業の実施状況
（主な実績等）



10
地域づくり連
携推進事業

健康・
医療・
福祉

健康意識向上事業

宇治田原町健康増進計画が策定から5年を経過した令和6年度か
ら2か年をかけて中間見直しを行うとともに、生活習慣病等の予
防や健康に関する正しい知識の普及のため、各種検（健）診や
適切な保健指導及び支援を行い、住民の健康増進を図る。

3,213 1,000
・令和8年度から12年度までの新たな健
康増進計画を策定した。

計画の策定により、住民の健康寿命を
延伸し、住み慣れた地域で生きがいを
持ち安心な暮らしの向上に寄与した。

11
地域づくり連
携推進事業

災害・
犯罪か
らの安
全

保育所・学校安心安全事
業

保育所の送迎時間帯等に安全巡視員を配置し、不審者等の侵入
の防止及び安全な駐車場の利用を促進するとともに、子どもた
ちが安心して保育所・学校生活を送ることが出来るよう、児童
生徒の登下校時における交通安全の徹底、また交通事故防止を
図る。

4,670 1,800
・小学校及び保育所に安全巡視員を配
置し、安全確保に努めた。

保育所送迎時間帯や小学校内の巡視を
行ったことで、不審者の侵入防止及び
安全な駐車場利用を行うことができ
た。

12
地域づくり連
携推進事業

子育て
環境日
本一

児童遊園等整備等事業
子育てしやすい環境を守るとともに、子どもたちが地域で安心
して遊ぶことができる児童遊園等の適切な管理及び整備を図
る。

1,068 400
・町内34か所の児童遊園に設置されて
いる遊具の保守点検を実施し、修繕が
必要となる遊具の改修を行った。

遊具保守点検を実施することで、子ど
もが安心・安全に遊ぶことがてきる環
境を整備することができた。

13
地域づくり連
携推進事業

京都産
業

出品茶生産振興事業

日本緑茶発祥の地である本町で生産された宇治田原茶の名声を
全国に広く周知するとともに、宇治茶ブランド確立に寄与し、
京都府全体としての高級茶産地としての評価を高めるため、出
品茶に取り組む意欲の向上を図る。

1,777 801
・各茶品評会への出品を奨励するた
め、出品茶対策協議会に対して助成を
行った。

全国茶品評会かぶせ茶の部で農林水産
省農産局長賞を受賞するなど、宇治茶
のブランド力向上を図った。

14
地域づくり連
携推進事業

子育て
環境日
本一

学力向上事業

各種学力診断テストの実施結果を分析し、児童生徒一人ひとり
の習熟度に合わせたきめ細かい指導・サポートをし、児童生徒
全員の学力向上と意識意欲を高めるきっかけを創出する。ま
た、英語指導助手を配置することにより英語力の向上を図る。

31,119 14,900
・小中学校に補助教員を配置するとと
もに、学力診断テストを実施した。

補助教員の配置により、児童・生徒へ
きめ細やかな指導を行うことができ、
指導計画の改善を図るとともに、児
童・生徒の学力向上につなげた。

15
地域づくり連
携推進事業

子育て
環境日
本一

スクールバス運行事業

鉄軌道がなく、唯一の公共交通機関である路線バスも通ってい
ない公共交通空白地である奥山田地区及び湯屋谷地区において
は、徒歩による通学が困難であることから、両地域等の児童・
生徒に対し、スクールバスの運行を行い、安心安全な登下校を
支援する。

4,077 1,987
・遠距離通学の児童・生徒に対象にス
クールバスの運行を行った。

鉄軌道がない本町において、公共交通
不便地域である奥山田地域及び湯屋谷
地域へスクールバスを運行することに
より、安心安全な登下校を支援するこ
とができた。

16
地域づくり連
携推進事業

交流と
連携

図書館多文化共生推進事
業

学校図書の蔵書の充実を図ることを目的に、学校図書室に図書
館司書等を配置し、読書活動を促進するとともに、国語の学習
力の向上を図るボードゲームを活用して町内で就労している外
国人と住民とが交流できるイベントを開催し、多文化共生を推
進する。

8,419 4,000
・多言語図書を計100冊整備するととも
に、図書館にてボードゲームを活用し
た多文化イベントを実施した。

国際交流の場としてボードゲームを活
用した多文化共生イベントを開催した
ことにより、国籍や民族を超えた相互
理解を深めることができた。

17
地域づくり連
携推進事業

生涯現
役・共
生

生涯学習推進事業

少子高齢化、情報化社会の中で、個人が生きがいのある人生を
過ごすことや自己研鑽のため「いつでも・どこでも・だれも
が」学習機会を選択して学ぶことのできる生涯学習のまちづく
りを推進する。

936 400
・高齢者対象のグリーンライフカレッ
ジや各年齢層を対象とした講座を開催
した。

各年齢層を対象とした講座の開催等に
より、生涯学習のまちづくりを推進し
た。


